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栄養調査にもかなり力を入れていまして、 日
間の食事の写真を撮ることによって、秤量調査で

微量栄養素まできちんと算出をしてデータベース

化しています。心理学分野の など

様々な心理検査も含まれた非常に包括的な

データベースになっていますのでぜひご活用いた

だければと思っております。
もう一つの② は、行政に向け

たアウトカムを追究しています。例えば、要介護

認定やレセプト等の分析です。現在では３万

人を超える登録者がおり、調査項目としても

項目ぐらいを調査しています。まずまず

のデータベースになってきていると思います。
こちらのコホートについては、ある程度リスクが

ある方々に対しては、そのまま観察するのでは

なくて、予防のための取り組みを積極的に取り

入れていくという、アクションリサーチを行っていま

す。介護予防として様々なプログラムの効果検

証を行ったり、民間施設や地域住民の方々と
連携を図ったりしながら予防のあり方を模索し

ています。

一部、行政事業として取り入れられておりま

して、例えば、認知症予防のための運動プログ

ラム「コグニサイズ」という形でキャンペーンをして

います。神奈川県や愛知県、千葉県等では
全ての自治体でこのコグニサイズができるような

研修体制がとられています。

また、少し違う視点になってしまいますが、介

護予防を考えたときに高齢者のモビリティをいか

に担保していくかというのは非常に大きな問題

です。できることなら高齢者の方々に安全に運
転を継続していただくというソリューションの開発

を進めているところです。

自動車教習所に行って、試験の点数が

点ないと仮免許が合格しません。それが高齢

者の方々に受けていただくとマイナス 点とい

う状況ですから、全く仮免許は合格しません。

これがわずか カ月間実車でのトレーニングによ

って、大体 点ぐらいまで明らかな改善が認め
られて、さらにそれが 年たってもある程度機能

は保持できるという実証試験を行ってきました

（右上図）。

ただ、この効果が本当に事故の抑制につな

がっているかどうかについては不明な部分が残さ

れていますので、現在、必要症例数を満たすま
で症例をためているところです。

また認知症予防も大きなミッションです。特に

最近力を入れているのは、コロナ禍において高齢

者の方々が活躍、活動できる場が限られている

状況ですので、家でも実施できる仕組みの開発と

効果検証を進めています。
様々な身体的活動や認知的活動、社会的

活動を自己評価によってセルフモニタリングするよ

うなシステムや、スマートフォンのアプリケーションを

使ってお出かけを支援する、脳トレができるツール

などです。こういうツールが本当に有効性を持つか

どうかについて、現在、研究しているところです。

その他、これは少し医療寄りになってきます

が、認知症の発症をいかに早期の段階で予測

できるのかという観点から、いろいろな側面から

研究を進めています。一つの指標として、

撮影によって認知症の早期予測をしていこうと、

そのために大規模な のデータバンクが必要
ですので、そのデータバンク作り、さらに の開

発等も進めているところです。

また、例えば歩数計のような時系列データや

健診データなど、様々なデータベースがあります

ので、それらを使うことによって、 年先の要介

護リスクを大体 ％ぐらいの精度で当てること
ができる の開発にも成功してきたところです。

 
そうした様々な知見を、単なる研究で終わら

せることなく、できるだけ社会実装をして、それが

横展開していくのが理想的な最終形です。

現在、その前段階として、幾つかの自治体

に社会実装をして頂いています。例えば、老年
症候群の発見のための新しい高齢者健診制

度を行って頂いたり、予防のための自己チェック

システムを導入して頂いたりしています。あと数

年経つと、こういう効果が本当に表れるのかどう

かを、アクションリサーチしつつ、検証していきま

す。このような形で多くの自治体に取り入れて
頂けるような知見づくりをしているところです。
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第１部 各機関における研究動向の紹介

国立長寿医療研究センター ―老年学領域における取り組みー
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1――組織の概要

国立長寿医療研究センター（ ）は

「高齢者の心と体の自立を促進し、健康長寿社
会の構築に貢献する」というのが全体のミッション

です。これを達成するために、幾つかの研究セン

ターに分かれています。一つは先進医療や臨床

研究を主に担う「病院」や「もの忘れセンター」、

「ロコモフレイルセンター」、「感覚器センター」な

どのいわゆる病院機能、次に基礎研究や応用
研究を担う「老年学・社会科学研究センター」や

「認知症・先進医療開発センター」等、またこれ

らの研究を支援する研究基盤としての「メディカ

ルゲノムセンター」、「治験・臨床推進センター」、

「研修センター」等があります。

この中でも本日は「老年学・社会科学研究
センター」についてご紹介したいと思います。

このセンターは 年に設立されました。そ

の研究内容としては、労働力や社会的孤立、

要介護など超高齢社会に顕在化している様々

な問題に対して、①疾病・介護予防研究、②

研究成果を政策に反映していく研究、③社会

学的側面からアプローチする健康社会学の研究、

④ケアが必要な方々に対する研究、の四つを柱
としています（左下図）。

共通しているのは、あくまでも基礎研究では

なくて、社会実装をするための研究ということで

す。それらを通して健康寿命を延伸できる社会

の実現に向けた一助になればと考えています。

それぞれの研究部、室について少しだけご紹介
します。まず私が部長をしている「予防老年学研

究部」は、運動、栄養、知的活動などの非薬物

療法を通して認知症やフレイルの予防のプログラ

ムを開発して、その効果を検証しています。中心

的な課題としてはコホート研究を推進しています。

また、様々な介入研究も行っています。
「老年社会科学研究部」は、社会学的な

側面から、特により良い地域包括ケアの実現

に向けた様々な研究を行っています。比較的

最近創設されたのが、「フレイル研究部」で、フ

レイル、サルコペニア、ロコモの問題を疫学的に

明らかにするとともに、様々な予防・治療法を

研究しています。

「老化疫学研究部」は、 という長

期縦断研究の解析や、 という様々なコ
ホートを統合する研究活動をしています。

「老年学評価研究部」は、クロスアポイント

で来て頂いている千葉大学の近藤克則先生

の というコホート研究を中心に様々な

調査研究を進めて頂いています。さらに

の活用をいかに促進するかという部
門もあり、開かれたデータベースとして現在活

用、推進がなされています。

2――主な研究、取り組み紹介 

まずは において行われているコホート

研究についてご紹介します。先ほど申し上げた

① という長期縦断研究が一つ、も
う一つは② と呼ばれる、介入も許

容するようなアクションリサーチの基盤となるよう

なコホート研究です。

まず① については、 年に

立ち上げられた研究です。第 次調査まで、約

年間をかけて追跡調査を行い、現在も続
いています。調査地域は愛知県大府市と東浦

町で、 歳以上の 名ぐらいの方々を対

象に、継続して調査を行っています。

生活調査や病歴、血液検査はもちろん、

頭部 、代謝、頸動脈エコー、脈波、心エ

コー、眼科、耳鼻科領域の検査、骨密度、体
脂肪等様々な検査を行っています。運動機能

の老化というのもかなり綿密に調査をしていて、

次元歩行分析等も行っております。膨大なデ

ータが蓄積されています。


